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１.はじめに                         異形コンクリートブロック積堰堤 

 当現場は西村山郡西川町志津地内の中沼沢川の渓流保全工

事として、砂防堰堤群（3 基）を構築する工事であり、平成 24

年度から開始された事業の一環であった。工事の施工にあたり

おこなった事項について以下に内容を述べていきたい。 

２-１.異形コンクリートブロック積堰堤について 

志津地区は全国でも有数の地すべり地帯となっており、軟弱

な土砂で形成されている。その中で堰堤を設けるにあたり既存

の考えで重力式コンクリート堰堤を構築してしまうと、地すべ

りや沈下等の応力に耐えられずに堰堤自体破壊されてしまい渓流の崩壊につながるおそれがあること

から、異形コンクリートブロックによって堰堤を構築する。異形ブロックを使って構築することで、地

すべりによって地形が変形し堰堤に力が加わったとしても、ブロック同士が追随して変形し、堰堤自体

の破壊を押さえることができるため、こうした地すべり地帯では非常に有効であると考えられる。また

堰堤工を施工するにあたり地山を掘削するが、当現場の土砂は高含水でかつ非常にゆるいため、少量の

雨や湧水で含水比が高くなりたちまち自立できなくなり崩壊してしまう。崩壊の様は土が溶けて流れる

ような状態で、小規模の土石流が起こったかのようであった。このような箇所での施工にあたり、ここ

でも堰堤施工に異形ブロックを使用することは有効であった。というのも、異形ブロック積堰堤工は現

場とは別のヤードでブロックを製作し、それを現場に搬入するため、現場では大型クレーンで積み上げ

るだけとなり、施工性が良くコンクリート堰堤工に比べて著しく工程を短縮することができるからであ

る。地すべりや崩壊のおそれのある脆弱な法面の下で行う作業においては、堰堤工自体の施工期間が短

いというのは安全面において大きなメリットであった。以上から、当現場のような箇所では、異形ブロ

ック積堰堤工は非常に有効な施工方法であった。 

２-２.法面対策について 

 上記でも触れているが当現場の地山(土砂)は非常にゆるく脆いため、掘削面には養生のため仮設法面

保護工としてモルタル吹付(厚さ 5 ㎝)を施した。しかし、本工事ではモルタル吹付前に幾度となく崩壊

が起きてしまった。幸いにして作業開始前に崩壊していたため、事故になることはなかったが回数で実

に 7 回の崩壊があったということはいかに脆弱な地山かということがわかる。 

 崩壊が起きた法面は、バックホウを用いて土砂を撤去して大型土嚢で対応した。しかし、じわじわと

にじむ程度の湧水にもかかわらず、その大型土嚢の上部法面が追いかけるようにして崩壊してくる。も

はやバックホウでは届かないため、ロングバックホウを投入して土砂撤去をおこなった。そして、この



まま同じように大型土嚢を設置しても地山からの湧水を吐き出すことができずに内部の水位が上昇し、

またその上部法面が崩壊するおそれがあったため、袋詰玉石を法面に這わせ対処することとした。 

製作状況         土砂撤去状況        袋詰玉石設置状況    

 袋詰玉石は河川の洗掘防止等によく使用されるものだが、こうした災害復旧にも威力を発揮する。ま

ず、法面の水を外に出してくれること。次に施工性が良いことで、従来であればかごマットによる施工

が考えられるが施工手間がかかることと、背面の法面の整形が必要となるが、この工法であれば事前に

袋詰玉石を製作すれば（製作も型枠に袋をひっかけてバックホウで割栗石を投入するだけ）、クレーン

で法面に這わせていくだけである。袋詰玉石は法面に追随して設置できるため、背面の整形もさほど必

要ない。復旧作業時は、その際もいつ法面が崩壊するかわからない状況で施工しなければならないため、

容易に施工ができて、工期もかからないというのは頼もしい工法であると思えた。 

 しかしながら、当現場は崩れた。3 号床固部ではモルタル吹付後も、お盆から長らく続いた雨により

モルタル吹付した面自体が剥がれ落ちてきた。異形ブロック積施工途中での出来事であったため、作業

を中止するよりもブロックを積んで法面を押えることが最良の手段として、法面を監視しながら施工を

行った。モルタル吹付を行っていたからこそ災害とならずに対応できた。1 号堰堤部においては台風の

影響でモルタル吹付ごと崩壊し完全に作業できなくなった。前もって作業員の立入は禁止としていたた

め人身災害とはならなかったが、その後法面対策を協議し、ロックボルト併用法枠工により法面内部の

水位上昇を押えながら法面保護をすることとしたが、標高 660m の豪雪地帯であることから工程的に本

年の堰堤施工は断念せざるを得なくなり、押え盛土で対応することとなった。さらに困難は続き、1 号

床固部では掘削完了後の法面にクラックが生じ始め、地すべりが発生した。大型土嚢により押えていた

が、天端に生じたクラックが 10 ㎜/h 以上の動きを見せ始めたため作業中止とした。その後の協議で押

え盛土により対応しながら、工期を考慮して最低限のブロック積をして施工を終了することとなった。 

3 号床固部 ﾓﾙﾀﾙのはがれ    1 号堰堤部 法面崩壊     1 号床固部 地すべり状況 

２-３.安全訓練について 

 本工事では毎月の安全訓練時に現場で実際にいろいろなことを行った。というのも、現場に備えたも

のについて、私自身はわかっているのだが作業員は使い方や、備えた場所などを完全に把握していない

ケースが多々あるからだ。これでは緊急時に対処できなくなってしまうので、作業員と一緒に取扱い方

法などを訓練することとした。 

滑り層 



 まず現場休憩小屋前に設置した、担架付ベンチについて行った。通常は休憩用のベンチとして使用し、

緊急時には担架として使用できるものである。これを実際行うと、担架と脚部の取り外し方や、けが人

を固定するベルトの付け方などやり方がわからないことがあり、だいぶ時間がかかってしまった。また

これでケガ人を運ぶにあたり 2 人で運ぶには体力が必要であり、予備の人員も必要であることが分かっ

た。さらに現場は山間部で急勾配であり、実際に担架を持ちながら運んでみると前方や足元の視界が悪

く、つまづきによる二次災害の恐れもあることから、誘導員も必要となることが分かった。 

   休憩小屋前に設置したﾍﾞﾝﾁ       担架取外し状況         けが人運搬訓練状況 

次に消火器の訓練を行った。初めに消火器の消費期限 （製造日から 10 年）の確認を行った。パトロ

ールに行くと、よく消費期限を過ぎたものが置いてあるが、これには 10 年も過ぎているのにまだ使う

のかという思いと、それはつまり消火器を使わずに済んでいるという安全管理のなせる業でることにも

きづかされる。そして実際使用してみると、放射時間は約 15 秒程度で体感的には短く感じてしまう。

また、放射距離は 3m 程度であった。もし建設機械から火事が起きてしまった時にそこまで近づけるの

か、15 秒程度で鎮火できるのか等を議論した。その結果、消火器の備蓄を増設（2 基から 4 基に増）し、

消火器の能力を上げて（粉末量 3.0 ㎏から 3.5 ㎏に増）を使用するという対応をすることにした。 

    消火器の基礎知識教育        消費期限の確認            消火訓練状況 

最後に地すべり対策及び土石流対策として、避難訓練を実施した。まず現場には事前に下記の対策を

行った。現場は地すべり箇所であったため、伸縮計を設置し現場を監視した。伸縮計には基準の動きに

達したら警報が鳴るようにスピーカーを取付けた。また急峻な河川で土石流のおそれもあることから、

上流部にインターネットを利用してリアルタイムで現場を監視したり雨量計測したりできるシステム

「ミルモット」（新技術）を設置して緊急時に備えた。 

   ﾐﾙﾓｯﾄによる監視状況      ｽﾏｰﾄﾌｫﾝでﾘｱﾙﾀｲﾑ監視       伸縮計の設置 



そして実際に避難訓練をしてみると、以前から避難経路の説明や明示をしていたのにもかかわらず、

やはり実際行うと理解してなく、どこに避難したらいいのかわからない状態となった。これが本番だっ

たら…、と思ってしまう。再度現場で説明を行い、教育を実施した。今回は隣接工事の別業者とも合同

で避難訓練を行い、互いに協力し合うことによりさらに意識を高めることができたと思う。幸い今回は

避難をしなければならないほどの事象は起こらなかったが、一人の犠牲者も出ないようにするためには

訓練が重要であると痛感した。 

  地すべり伸縮計の説明      隣接工事との合同避難訓練       避難経路の確認 

３.最後に 

 今回の現場では、残念ながら当初設計の堰堤を 3 基の内 1 基半しか施工することができず大変不本意

な想いであるが、これだけの地山崩壊がありながらも発注担当者と協議しながら無事故で終えられたこ

とがなによりも良かったと思う。また、この軟弱な土質や地すべりを経験し対応したことを糧に、今後

の仕事につなげていきたい。そして安全訓練をしてみると、ただ緊急資材等は備えればいいのではなく、

実際やってみることで様々な事前の準備が必要であることが分かった。訓練は緊急時の想定外を減らす

ことができるので、今後の現場でも増やしていきたいと思う。 


